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●冷間成形溝形鋼小梁の設計(SUS304A) 

 

w

3000

( )負担幅500

 

（１）設計用応力 
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（２）使用 SUS 材 

 ［-200×75×75×5(SUS304A) 
 ・断面性能 
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X mm1067.9I ×= 34

X mm1067.9Z ×=

 ・設計用諸値 

   mm651075b =−=

   mm180210200d w =×−=

 ・断面の幅厚比（1.1 適用範囲） 
  溝形鋼については，「鋼構造限界状態設計指針」の制限値により確認する． 
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  ここでは、本マニュアルにより設計する。 

 

（３）許容耐力の検討 
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1) 曲げ 
a) 曲げ有効断面（3.3.3 曲げ有効断面） 

 曲げ圧縮側フランジについて 
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の場合となる． 
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   mm651075be =−=

 ウェブについて 

  mm180mm8.3585
235

1100t
F

1100d wwe →=×==  

 よって全断面有効となる． 

   34
tc mm1067.9ZZ ×==

b) 許容曲げ応力度（3.3.4 許容曲げ応力度） 
上フランジはシアコネクタでコンクリートスラブに緊結されていないものとする． 
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c) 曲げ応力度（3.3.2 曲げ応力度） 
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2) せん断 
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（４）たわみ 
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